
■都市エリア産学官連携促進事業

平成２１年度予算額

 

４５億円

（１）目的・趣旨
地域の個性発揮を重視し、大学等の「知恵」を活用して新技術シーズを生

 

み出し、新規事業の創出、研究開発型の地域産業の育成等を目指して産学

 

官共同研究等を実施

（２）事業概要
・個性発揮、地域特性を重視し、特定領域への分野特化
・都道府県及び政令指定都市が指定する中核機関が事業の実施主体
・地域の自立性を高めるために、クラスター形成に向けた取り組みに対して、

 

国費の１/２（一般型）・同額（発展型）以上に相当する事業を地域が実施
・各都市エリアの事業目標、産学官連携実績等に応じて、「一般型」及び
特に優れた成果をあげ、かつ、今後の発展が見込まれる「発展型」を推進

・一般型（１地域あたり年間１億円程度×３年）
・発展型（１地域あたり年間２億円程度×３又は５年）

埼玉・圏央エリア(19)

ライフサイエンス

横浜内陸部エリア(19)

製造技術

大阪中央エリア(19)

ナノテク・材料

千葉・東葛エリア(20)

ライフサイエンス

東濃西部エリア(20)

製造技術

長岡エリア(19)

ナノテク・材料

富士山麓エリア(19)

ライフサイエンス

和歌山県北部エリア(19)

ナノテク・材料

秋田県央エリア(19)

ライフサイエンス

びわこ南部エリア(19)

ライフサイエンス

十勝エリア(21)

ライフサイエンス、環境

弘前エリア(19)

ライフサイエンス

ふくい若狭エリア(20)

エネルギー、環境
むつ小川原・八戸エリア(20)

情報通信

みやざき臨海エリア(20)

ライフサイエンス

沖縄沿岸海域エリア(20)

ライフサイエンス

三重・伊勢湾岸エリア(20)

ナノテク・材料、エネルギー

関西文化学術研究都市
及びその周辺エリア(20)

ライフサイエンス、情報通信

広島圏域エリア(20)

ライフサイエンス、製造技術

高松エリア(20)

ライフサイエンス

長崎エリア(20)

ライフサイエンス

いわて県央・釜石エリア(19)

ナノテク・材料

かずさ・千葉エリア(21)

ライフサイエンス

岐阜県南部エリア(21)

ライフサイエンス、情報通信

鶴岡庄内エリア(21)

ライフサイエンス

石川県央・北部エリア(21)

ライフサイエンス、製造技術

和歌山県紀北紀中エリア(21)

ライフサイエンス

宍道湖・中海エリア(21)

ナノテク・材料

愛媛県南予エリア(21)

ライフサイエンス

ふくおか筑紫エリア(21)

ナノテク・材料、環境、エネルギー

都市エリア名の右の数字は事業開始年度を表す

平成１９年度開始地域（５地域）

 

平成２０年度開始地域（７地域）

 

平成２１年度開始地域（３地域）
発展型：１５地域

平成１９年度開始地域（５地域）

 

平成２０年度開始地域（４地域）

 

平成２１年度開始地域（６地域）
一般型：１５地域
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